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[1]微分積分の基礎的な式の取り扱いと微分方程式の解法に関する問題であ

る。(1)は微分を含む恒等式の変形を通じて基礎的な式の取り扱いの理解を見てぃ

る。(2)は完全微分方程式の解法における必要条件の理解を問うものである。(3)は0

そのままでは解けない微分方程式を変形し,積分因子を見っけることで,解ける

形へと書き換える手順にっいての理解を問うものである。(4)は実際に微分方程式

を解かせることで計算力を測る問題となってぃる
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[2]線形代数に関する問題である。(Dでは基本的事項である行列式の知識を確

認する。(2)では連立方程式に関する基礎的な知識と計算力を確認する。(3)は零九

間に関する知識を問うものである。(4)では連立方程式と階数の関係の理解と応用

力を確認する。また,零空間との関係の理解による明快な回答を期待する

[3]複素解析に関する問題である。(1)は複素数の形式に関する問題であり,複

素数の絶対値と偏角にっいての基礎的な理解を確認する。(2)は複素関数の特異点

ならびに零点にっいての基礎的な理解を問う。この場合特異点は単純極であり

すぐに求めることができる。零点の計算では複素指数関数にっいての理解を問う 0

(3)は複素積分に関する基礎的な理解を確認する。まず,特異点と対応する留数が

公式を用いて求められるかを闇う。続いて,単純閉路に対して留数積分法を用い
て複素積分を求められるかを問う

『出題の意図』

の基本事項にっいての知識を確認する。(2)では,ラプラス変換の線形法則の知識

0

などの計算力を確認する。(3)はフーリェ級数に関する基本的な知識と計算力を問

う問題である。設問アでは,定数項の求め方に関する知識を確認する。設問イ

工では微積分に関する基本的な知識と計算力を確認する。設問工では,設問アか

らウで得られた結果を適切な級数関数として表現する際の数学的な能力の確契を
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ラフ゜ラス変換

と三角関数のラプラス

ではラプラス変換

るととも

あるこ関する

こ関する公式の理解
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